Diffusion Imaging of the Human Brain ： A New Pulse Sequence Application for a 1.5T standard MR System. by ハラダ, コウシ & 原田, 貢士
Osaka University




















第 994 6 号
平成 3 年 11 月 7 日
学位規則第 4 条第 2 項該当
Diffusion Imaging of the Human 8rain: 

















180 0 パルスの前後に印可した。 3 方向同時に拡散効果検出用傾斜磁場を印可しているため，拡散に
対する感受性は 1 方向におけるときの 3 倍であり，実効拡散効果検出用磁場の方向は 3 軸に等しく斜
位となっているo 傾斜磁場の強度は装置の過剰な振動を避けるために 8 mT/m とし， 印可時間は最
終的に計算される拡散係数のエラーが最小になるように最適化し30msec とした。拡散に対する傾斜
磁場因子 (b値)は 600 s /nmî である。




































すなわち，本パノレスシーケンスを用いることにより通常の 1. 5 T全身用 MRI 装置iとても臨床応用
可能な程度の画質の人脳の拡散イメージを得る乙とができる乙とが示された。
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